
　科学創造立国の精神のもと、科学技術の普及、市民活動への貢献を目指し、建設部門技術士が互い
に切磋琢磨し、社会に貢献しようという目的で活動を行っている。特に、ＮＰＯ法人都市災害に備え
る技術者の会と連携し災害時へ対応すべく組織の確立を目指している。又、見学会や研修会を数多く
開催し、是近の建設業界を取巻く環境の理解に努め、技術士の社会的地位向上を目指している。

会 員 数：１１３名
専門分野：土質及び基礎、鋼構造及びコンクリート、都市及び地方計画、河川、砂防及び海岸・海洋、
　　　　　港湾及び空港、電力土木、道路、鉄道トンネル、施工計画、施工設備及び積算、建設環境、
　　　　　化学、農業、上下水道、情報工学、応用理学、機械、金属、衛生工学、森林、水産等

台風23号　進路と被害 日本技術士会の対応

(平成16年10月20日近畿に襲来)

円山川流域（豊岡市など）災害状況調査（12月4日、5日)

・河川災害の調査

・土砂災害の調査

・道路構造物被害の調査

・住民災害と避難状況の調査

・情報伝達の調査

社会へ向けての提言 技術士、一般への報告会開催

①円山川にコウノトリと共生の遊水地の設置を推進 (平成17年1月31日)

②円山川には治水ダムが必要 ・大阪で開催の報告会には、報道各社も参加。

③普段の水防演習と市民が利用できる「ハザードマップ」の作成

④危険渓流地調査から「ハザードマップ」の作成までの「地域防災計画」策定 関係自治体への報告と提言

(平成17年2月～3月)

⑥建設中道路のり面の維持管理基準の整備

⑦建設中道路の防災点検の常時実施及び「防災カルテ」の適用

⑧避難勧告・避難指示に関連した改善策

⑨自主防災組織の立ち上げと防災教育の普及実践

・豊岡市のほか、国土交通省近畿整備局、大阪府
河川局、兵庫県等へ、調査、提言内容を報告。

詳細は、日本技術士会近畿支部防災研究会URL
http://www.ipej-knk-bosai.jp/　参照。

⑤新たな危険急傾斜地及び地すべり地の見直し調査の実施及び地域防災計画の策
　定

（社）日本技術士会による　平成16年台風23号近畿災害　現地調査及び提言(近畿支部防災研究会)

養父市九鹿地区のり面崩壊

平成17年2月12日読売新聞夕刊記事

破堤による浸水区域図 豊岡市立野地区
破堤による浸水状況

　 近畿支部防災研究会の活動状況

現地調査団派遣の決定

近畿支部　災害対策会議(防災研究会)

　　　　　　 現地調査団
　団長　福岡 悟(防災研会長、建設)
　副団長　石川浩次(応用理学、建設)
　他団員4名
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（社）日本技術士会とは

資源工学、上下水道、衛生工学、農業、森林、水産、経営工学
機械、船舶・海洋、航空・宇宙、電気電子、化学、繊維、金属

技術監理
情報工学、応用理学、生物工学、環境、原子力・放射線、総合

経営工学、環境、上下水道、業務研究会

機械システム、化学、情報、食品、繊維

北陸、中部、中・四国

九州、東北、北海道

公 共 団 体 (国・地方)
学会 ･ 協会 (個人・団体)

(個人・団体)市　　 　民近畿支部建設部会

評価等を中心とする業務分野で活躍しています。

人達がおり、２１の技術部門にわたって、高度の専門的応用能力を必要とする事項の計画、設計、
技術士にはコンサルタントとして自営する人、コンサルタント企業及び各種企業に勤務している

(社)日本技術士会は技術士制度の普及、啓発を図ることを目的とし、技術士法により明示された

技術士の技術

部門別分布

近畿支部建設部会の活動紹介１．

会員数、分野２．

神戸空港建設工事 京奈新線建設工事 唐招提寺平成大修理 中之島新線建設工事 ＩＳＯ研修会 神戸～大阪洋上セミナー 薬師寺

各見学会・研修会の状況

事務局　〒651-1432　兵庫県西宮市すみれ台３丁目１番地
　　　　　　　　　　　　　　　有限会社太田ジオリサーチ内
　　　　　　　　TEL.078-907-3120　　FAX .078-907-3123

わが国で唯一の技術士による公益法人として設立され２００６年には創立５５周年を迎えました。
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